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東
京
岡
山
県
人
会

県
庁
の
前
、
旧
岡
山
市
立
丸
之
内
中
学
校
跡

地
に
開
館
す
る
県
立
図
書
館
は
、
地
上
四
階
、

地
下
一
階
、
延
べ
床
面
積
一
万
八
千
平
方
メ
ー

ト
ル
、
資
料
収
容
能
力
二
百
三
十
万
冊
と
全
国

有
数
の
規
模
を
誇
り
ま
す
。

一
、
二
階
の
閲
覧
室
は
、
三
十
万
冊
が
開
架
で

き
、
六
部
門
か
ら
な
る
主
題
別
閲
覧
室
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
や
録
音
図
書
作
成

の
た
め
の
対
面
朗
読
室
、
個
人
研
究
室
や
グ
ル

ー
プ
研
究
室
も
備
え
て
い
ま
す
。

三
、
四
階
の
書
庫
は
、
県
内
図
書
館
の
資
料

保
存
セ
ン
タ
ー
と
し
て
二
百
万
冊
の
収
容
能
力

を
確
保
。
通
常
の
書
庫
の
ほ
か
、
リ
ク
エ
ス
ト
さ

れ
た
本
を
書
庫
か
ら
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
運

べ
る
自
動
化
書
庫
も
設
置
し
、
保
存
機
能
の
強

化
と
図
書
出
納
の
迅
速
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
階
に
は
、
市
町
村
支
援
の
拠
点
と
な
る
図
書

館
協
力
室
が
あ
り
、
協
力
貸
出
し
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
予
約
貸
出
し
、
資
料
搬
送
業
務
を
行
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
岡
山
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ

環
境
を
生
か
し
た
高
速
・
大
容
量
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
外
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
利

用
で
き
る
ア
ク
セ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
利

用
者
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
情

報
コ
ン
セ
ン
ト
付
き
閲
覧
席
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
講
演
会
や
研
修
会
等
に
利

用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
サ
ー
ク

ル
活
動
室
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
シ
ア
タ

ー
な
ど
の
施
設
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
九
月
二
十
五
日
の
開
館
に
向

け
、
職
員

一
同
準
備

を
進
め
て

い
ま
す
。

（
電
話

０
８
６-

２
２
４-

１
２
８
８
）

■
岡
山
県
内
の

最
近
の
主
な
ニ
ュ
ー
ス

星
野
仙
一
さ
ん
の[

夢]

に
乗
せ
て
、

岡
山
県
を
Ｐ
Ｒ

星
野
仙
一
さ
ん
（
倉
敷
市
出
身
・
前
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
監
督
）
が
、
Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ
ー
に
登
場
し
て
、

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
六
日
に
は
、
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ
ン
前
広

場
で
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
Ｃ
Ｍ

と
ポ
ス
タ
ー
の
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

星
野
仙
一
氏
も
駆
け
付
け
、「
岡
山
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が

い
っ
ぱ
い
。
一
度
く
れ
ば
も
う
一
度
訪
ね
た
く
な
る
」

と
観
衆
の
前
で
岡
山
県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｍ
は
、
星
野
さ
ん
直
筆
の
「
夢
」
の
文
字
が
現

れ
、「
岡
山
は
、
夢
を
か
な
え
る
元
気
を
く
れ
る
。」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
星
野
さ
ん
が
「
岡
山
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
放
映
を
は
じ
め
、
六
本
木
ヒ

ル
ズ
の
映
画
館
や
Ｊ
Ｒ
山
手
線
車
両
内
モ
ニ
タ
ー
で

の
放
映
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｍ
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

(http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/)

な
お
、
ご
希
望
の
方
に
は
ポ
ス
タ
ー
と
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
岡
山
県
東
京
事
務
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
０
３-

５
２
１
２-

９
０
８
０
）

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・

輝
い
て
！
お
か
や
ま
大
会
」

式
典
音
楽

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
・
輝
い
て
！
お
か
や

ま
大
会
」
の
開
・
閉
会
式
で
使
用
す
る
行
進
曲
な
ど

の
式
典
音
楽
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
な
ど
数
多
く
の
楽
曲
を
手
が
け
て
お
ら

れ
る
小
六
禮
次
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
作
・
編
曲
の
専

門
家
の
方
々
に
よ
り
、
制
作
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。本

年
三
月
、
多
く
の
県
民
の
方
々
が
来
場
さ
れ
た

会
場
で
、
各
曲
の
作
・
編
曲
者
の
立
ち
会
い
の
も
と

で
検
証
会
が
開
催
さ
れ
、
六
月
に
は
、
各
競
技
会
場

等
で
使
用
す
る
式
典
音
楽
使
用
曲
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
二
十
三
日
に
は
、
両
大
会
の
開
・
閉

会
式
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
式
典
音
楽
出
演
団
体

（
吹
奏
楽
隊：

十
七
団
体
、
合
唱
隊：

十
五
団
体
等
）

へ
の
委
嘱
式
も
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
本
番
に
向
け
た

練
習
も
始
ま
り
ま
す
。

来
年
の
国
体
開
会
式
で
は
、
吹
奏
楽
隊
・
合
唱
隊
、

約
六
百
名
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
祝
祭
の
調
べ
が
、
桃

太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
に
響
き

わ
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

響
け
！

晴
れ
の
国
祝
祭
の
調
べ

「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

7
／
30
〜
8
／
１

七
月
三
十
日
（
金
）
〜
八
月
一
日
（
日
）
に
か
け

て
岡
山
市
の
市
役
所
筋
な
ど
で
「
お
か
や
ま
桃
太
郎

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
は
、「
岡
山
桃
太
郎
ま
つ
り
」「
お
か

や
ま
夏
ま
つ
り
・
う
ら
じ
ゃ
お
ど
り
」「
納
涼
花
火
大

会
」
を
二
〇
〇
一
年
か
ら
統
合
し
て
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
毎
年
、
真
夏
の
岡
山
を
熱
く
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。
三
十
日
夜
、「
納
涼
花
火
大
会
」
で
華
や
か

に
開
幕
。
三
十
一
日
、
一
日
に
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な

曲
に
の
っ
て
踊
る
「
桃
太
郎
お
ど
り
」、「
温
羅
化
粧
」

と
い
う
奇
抜
な
鬼
メ
イ
ク
と
斬
新
な
衣
装
で
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
踊
り
を
繰
り
広
げ
る
「
う
ら
じ
ゃ

お
ど
り
」
の
パ
レ
ー
ド
・
総
踊
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
は
多
く
の
県
民
も
参
加
、
出
演
者
と
観
衆

の
パ
ワ
ー
が
一
体
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
後
楽
園
を

夜
間
開
園
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

「
後
楽
園
幻
想
庭
園
」（
七
月
二
十
九
日
（
木
）
〜
八

月
十
五
日
（
日
）
な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先：

岡
山
市
観
光
経
済
交
流
課

０
８
６-

８
０
３-

１
３
３
２

■うらじゃおどり

■後楽園幻想庭園

「吉備路もてなしの館」オープン

平成16年3月21日、吉備路のシンボル
「国分寺」正面に「吉備路もてなしの館」
がオープンしました。「ここに来れば、吉
備路がわかる」をコンセプトに、木の香り
漂う館内に観光案内、特産品販売、軽食コ
ーナーなどを設置しています。

住　　所：山手村大字宿（備中国分寺南側、
県道清音真金線沿い）

電　　話：0866-94-1048
開館時間：10：00～18：00（休館日：火曜日）

■「式典音楽使用曲検証会」

■
5
／
26
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ
ン
前
広
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
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■
県
人
会
開
催
の
お
知
ら
せ

「
第
五
十
五
回
岡
山
県
人
の
集
い
」
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
九
月
三
日（
金
）
午
後
六
時
〜
八
時

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
別
館
地
下
二
階
「
曙
の
間
」

■
新
規
会
員
の
ご
紹
介

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
る
場
合
は
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続
き

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
観
光
、
特
産

品
等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配

布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

■
県
人
会
会
報
に
関
す
る
ご
意
見
等
の
募
集

今
後
会
報
を
よ
り
よ
い
も
の
と
す
る
た
め
、
内

容
等
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
方
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先

〒
１
０
２
│

０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
│

６
│

３

都
道
府
県
会
館
10
F

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局

T
E
L

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
０

F
A
X

０
３
│

５
２
１
２
│

９
０
８
３

E
-m
ailtokyo_okayam

aken@
tdfk.or.jp

■池田山公園
住　　所：品川区東五反田5-4-35
交　　通：JR五反田駅、JR目黒駅から

各徒歩約15分
※駐車場無し

開園時間：7：30～17：00
（7～8月は18：00まで）

休 園 日：12月29日～1月3日
入園料金：無料

首
都
圏
の
中
の

お
・
か
・
や
・
ま

東
京
・
東
五
反
田
の
高
台
に
あ
る
閑
静
な
住
宅
地
、
池
田
山
。

江
戸
時
代
、
岡
山
藩
主
の
池
田
家
が
、
こ
の
地
に
約
三
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
下
屋
敷
を
構

え
た
こ
と
に
始
ま
る
。
近
く
を
流
れ
る
目
黒
川
か
ら
見
上
げ
る
と
小
高
い
山
に
見
え
た
と
い
う
こ
の
高
台

は
、
い
つ
し
か
地
域
の
人
々
か
ら
「
池
田
山
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
。

一
六
六
八
年
（
寛
永
８
年
）、
池
田
家
下
屋
敷
は
建
て
ら
れ
た
。
広
大
な
敷
地
に
は
、
カ
モ
場
も
あ
り
、

遠
く
に
富
士
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
大
崎
村
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
大
崎
屋
敷
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
。

昭
和
初
め
ま
で
は
池
田
家
ゆ
か
り
の
方
が
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
、
住
宅
分
譲
地
と
し
て
売
り
出
さ

れ
、
都
内
有
数
の
高
級
住
宅
地
に
姿
を
変
え
た
。

池
田
山
の
頂
上
か
ら
北
に
向
か
っ
て
坂
道
を
下
る
と
、「
池
田
山
公
園
」
が
見
え
て
く
る
。
品
川
区
が

旧
池
田
邸
の
一
部
約
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
て
整
備
を
進
め
、
昭
和
五
十
九
年
に
池
泉
回
遊
式
の

庭
園
と
し
て
開
園
さ
せ
た
も
の
だ
。

当
時
、
公
園
の
整
備
に
携
わ
っ
た
品
川
区
の
担
当
者
は
、「
土
地
を
所
有
し
て
い
た
青
果
市
場
か
ら
購

入
し
た
。
庭
園
は
だ
い
ぶ
荒
れ
て
い
た
が
、
手
入
れ
す
れ
ば
立
派
な
公
園
に
な
る
と
思
っ
た
し
、
地
域
の

人
々
が
池
田
山
の
歴
史
を
知
る
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
内
側
、
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
に
首
都
高
速
道
路
が
走
る
都
心
の
一
角
だ
が
、
喧
騒
と

は
無
縁
の
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
。
品
川
百
景
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
園
内
に
は
下
屋
敷
が
構
え

ら
れ
た
頃
に
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
池
が
あ
り
、
都
心
で
は
珍
し
く
な
っ
た
わ
き
水
の
中
を
コ
イ
が
泳
ぐ
。

緑
豊
か
で
桜
や
紫
陽
花
な
ど
の
四
季
折
々
の
花
も
楽
し
め
、
心
安
ら
ぐ
癒
し
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
。

くらしき＆吉備路 TABI！フェスタ
7月30日（金）14:00～21:00・31日（土）10:30～15:00（予定）
銀座インズ入口前広場（中央区銀座西）
岡山県倉敷・吉備路地域の特産品販売等

倉敷地方振興局総務振興課　Tel：086-434-7004

第4回「岡山県の物産と観光展」
8月19日（木）～ 25日（水）
京急百貨店（神奈川県横浜市）
岡山県内の各種特産品、工芸品、郷土料理等の販売

（社）岡山県産業貿易振興協会　Tel：086-225-4765

西日本中央連携軸沿線都市による観光展
9月6日（月）～ 10日（金）
ふるさと情報プラザ（千代田区有楽町）
倉敷市他約10市が連携して行う観光展。落語・抽選会も
開催予定。

倉敷市経済局観光振興室　Tel：086-426-3411

バイオジャパン2004
9月28日（火）～ 30日（木）
新高輪プリンスホテル（港区高輪）
官公庁、産業界、市民が一体となり世界のバイオ技術、関
係者が一堂に会する総合イベント。岡山県が出展。

岡山県新産業推進課　Tel：086-226-7351

岡山テクノプラザ'04 in 東京ビッグサイト
9月29日（水）～ 10月1日（金）
東京ビッグサイト（江東区有明）
2004産学官技術交流フェアにおいて岡山県内のベンチャー
企業等のビジネスプランの発表や新製品の展示会を開催。

（財）岡山県産業振興財団　Tel：086-286-9626

第15回　電気のふるさとじまん市
11月19日（金）～ 21日（日）
幕張メッセ（千葉県千葉市）
全国約220の電源地域市町村が出展し、市町村のPR、特
産品の販売を行う。岡山県内では倉敷市が出展。

倉敷市経済局観光振興室　Tel：086-426-3411

岡山県東京事務所HPを
開設いたしました。

www.pref.okayama.jp/somu/tokyo/

コラ
ム

松
屋
浅
草
店
で

「
観
光
物
産
展
」
開
催

6月2日（水）～8日（火）まで、松屋浅草
店では初めての「岡山の観光と物産展」が開
催されました。岡山県を代表する食品と民工
芸品を一堂に集め、実演販売・即売を行いま
した。

「
備
中
荒
神
神
楽
」

国
立
劇
場
で
初
上
演
！

6月26日・27日に国立劇場小劇場で「備中神楽五十鈴会」と「備中
神楽伝承研究会」（岡山県美星町）による備中荒神神楽の公演が行われ、
備中地方の神事を再現しました。あわせて、特産品も販売されました。
＊国立劇場大劇場ロビーには平櫛田中作（井原市出身）の六代目菊五
郎「鏡獅子」が飾られています。

首都圏でのイベント情報

■「晴れの国ＢＢチャンネル」開設
県では、デジタル映像を制作し、インターネット上で配信する
サイト「晴れの国BBチャンネル」を開設しました。このサイ
トでは、知事定例記者会見、県政広報テレビのほか、おかやま
広報スタッフが取材した旬の話題などをご覧いただけます。
【アドレス】http://www.pref.okayama.jp/

■パソコン用「メルマガ『晴れの国』」発行
パソコン用の「メルマガ『晴れの国』」は、県政情報を電子メ
ールで配信するメールマガジンです。毎週火曜日に、石井知事
からのメッセージ、おかやま広報スタッフのおすすめ情報など
をお届けしています。
【登録はこちらから】
http://www.pref.okayama.jp/MHPSystem/user_login.html

■携帯電話用「メルマガ『晴れの国』」発信
携帯電話用の「晴れの国メール」は、イベント情報を中心とし
た話題を提供しています。
【登録はこちらから】
http://www.pref.okayama.jp/chiji/kocho/top/osirase/
20020220_keitai.htm

■「晴れの国おかやま 観光情報メールマガジン」創刊
（社）岡山県観光連盟では、月に2回、タイムリーで旬な観光情報
やお得な情報を提供するメールマガジンを配信しています。
【登録はこちらから】http://www.optic.or.jp/kanko/

（岡山県観光連盟HPから）＊パソコンへの配信のみ

この機会に、岡山県からの新たな情報発信を一度体験してみて
はいかがでしょうか。

岡山県からの、
新たな情報発信をどうぞ！


